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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第38期
第３四半期
連結累計期間

第39期
第３四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自 平成27年11月１日

至 平成28年７月31日

自 平成28年11月１日

至 平成29年７月31日

自 平成27年11月１日

至 平成28年10月31日

売上高 （百万円） 9,344 11,742 12,907

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 23 △34 △35

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 68 0 76

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △54 256 △36

純資産額 （百万円） 5,914 6,115 5,933

総資産額 （百万円） 12,552 15,972 14,588

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 2.79 0.02 3.10

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.1 38.3 40.6
 

 

回次
第38期
第３四半期
連結会計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年５月１日

至 平成28年７月31日

自 平成29年５月１日

至 平成29年７月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） △1.97 △4.97
 

　
(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４ 第39期第１四半期連結累計期間より、金額の表示単位を千円単位から百万円単位に変更しております。な

お、比較を容易にするため、第38期第３四半期連結累計期間及び第38期についても百万円単位に変更してお

ります。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、関係会社の異動は、次のとおりです。

　（情報・印刷事業)

　　該当なし。

　（メディア事業）

第２四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社アクティを連結の範囲に含めております。

　（知育事業）

第２四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社コスモスを連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 　

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間（平成28年11月１日～平成29年７月31日）の我が国経済においては、2017年4-6月期

のＧＤＰ成長率が、年率換算で実質2.5％増と６四半期連続でプラス成長となりました。輸出のほか個人消費や設

備投資も持ち直し、全体として緩やかな回復基調が続いております。

　当社グループを取り巻く環境は、インターネット広告の需要が伸びる一方、紙媒体広告の需要は減少が継続して

おります。このような環境ではありますが、大手製紙各社は10％以上の用紙値上げを発表しており、製造原価は上

昇傾向にあります。また、有効求人倍率が１倍を超え求人が厳しいことから、前年割れが続いておりました求人広

告の出稿量は、７月においてはメディア全体では前年同月比2.9％増となりました。フリーペーパーにつきまして

も、求人広告の出稿量は６か月ぶりに4.2％増となりましたが、求人が厳しいという現状に鑑み楽観はできる状況

にはありません。

このような環境の中、情報・印刷事業におきましては、チラシ等の従来型製品の売上高は減少しましたが、シー

ル製品やポップアップ等当社独自のセールスプロモーション関連製品およびデジタル印刷製品の売上高が伸びたこ

と並びに書籍印刷の売上高が新たに加わった結果、セグメント売上高は7,990百万円（前年同期比0.5％減）とほぼ

横這いとなりました。利益面では、従来型製品における粗利益率の低下や当社独自製品のための先行的設備投資に

よる減価償却費の増加などにより、セグメント利益は220百万円（前年同期比43.5％減）と減益になりました。

メディア事業につきましては、年々紙媒体広告が苦戦している業界情勢に対応する為、各種インターネットメ

ディアの拡充を実施していますが、紙媒体広告売上の減少をカバーするにいたりませんでした。その結果、セグメ

ント売上高は1,776百万円（前年同期比5.2％減）、セグメント利益は46百万円の損失（前年同期25百万円の利益）

となりました。また、前四半期に立ち上げた求人イベント（大阪府後援）の定期開催は順調に推移しておりますの

で、今後求人市場の取り込みに努めてまいります。

知育事業につきましては、新商材としてスクラッチアートを市場に導入しましたが出足が好調で引き合いも広が

り始めております。また、リピート需要は引き続き堅調でトータルの売上は堅調に推移しました。一方、外注費の

削減は効果が出始めておりますが、販管費は家賃、業務委託費が増加し結果としてセグメント売上高は2,548百万

円、セグメント利益は110百万円となりました。

（知育事業は前期第４四半期より開始、前期実績がないため前年比較は行っておりません。）

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は11,742百万円（前年同期比25.7％増）となりましたが、業務

効率化のため都内のグループ会社の４事業所を九段下に移転・集約するための一時的費用等の発生により営業損失

は38百万円（前年同期は営業利益114百万円）、経常損失は34百万円（前年同期は経常利益23百万円）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は0百万円（前年同期比99.1％減）となりました。
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(2)　財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は15,972百万円と、前連結会計年度末に比べて1,383百万円増加い

たしました。これは主として、現金及び預金の増加509百万円、リース資産（有形固定資産その他に含む）の増加

573百万円によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は9,856百万円と、前連結会計年度末に比べて1,201百万円増加

いたしました。これは主として、長期借入金の増加529百万円、リース債務の増加539百万円によるものでありま

す。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は6,115百万円と、前連結会計年度末に比べて182百万円増加いた

しました。これは主として、その他有価証券評価差額金の増加233百万円によるものであります。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 　

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,600,000

計 76,600,000
 

 

②【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成29年７月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成29年９月11日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 24,650,800 24,650,800
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株
であります。

計 24,650,800 24,650,800 － －
 

(注）平成29年１月26日開催の定時株主総会決議により、平成29年５月１日をもって単元株式数を1,000株から100株

に変更しております。　　　　　

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

発行済株式

総数残高
資本金増減額 資本金残高

資本準備金

増減額

資本準備金

残高

(株) (株) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

平成29年５月１日～
平成29年７月31日

― 24,650,800 ― 1,667 ― 1,765
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、同日現在の株主名簿の記載内容を確認できないこ

とから、直前の基準日である平成29年４月30日現在の株主名簿により記載しております。

 

①【発行済株式】

平成29年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）  
－ －

　普通株式 4,000

（相互保有株式）  
－ －

　普通株式 48,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,592,000 24,592 －

単元未満株式 普通株式 6,800 － －

発行済株式総数  24,650,800 － －

総株主の議決権  － 24,592 －
 

 

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式688株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 石川県白山市
4,000 － 4,000 0.01

㈱ウイルコホールディングス 福留町370番地

（相互保有株式） 大阪市西区
48,000 － 48,000 0.19

㈱関西ぱど 靭本町１丁目10-24

計 － 52,000 － 52,000 0.21
 

 

 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

(2) 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしまし

た。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年５月１日から平成

29年７月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年11月１日から平成29年７月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、仰星監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,375 3,884

  受取手形及び売掛金 3,479 3,144

  商品及び製品 336 240

  仕掛品 116 99

  原材料及び貯蔵品 218 315

  繰延税金資産 7 3

  その他 378 410

  貸倒引当金 △78 △16

  流動資産合計 7,835 8,082

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,151 1,294

   機械装置及び運搬具（純額） 660 851

   土地 2,180 2,181

   その他（純額） 714 1,436

   有形固定資産合計 4,707 5,764

  無形固定資産   

   のれん 508 463

   その他 29 62

   無形固定資産合計 538 526

  投資その他の資産   

   投資有価証券 998 1,134

   長期貸付金 86 132

   破産更生債権等 50 46

   繰延税金資産 7 －

   その他 435 405

   貸倒引当金 △70 △119

   投資その他の資産合計 1,507 1,599

  固定資産合計 6,753 7,889

 資産合計 14,588 15,972
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年７月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,767 1,505

  電子記録債務 1,283 1,395

  短期借入金 1,122 1,283

  未払法人税等 35 6

  預り金 13 20

  賞与引当金 110 58

  返品調整引当金 19 20

  その他 781 836

  流動負債合計 5,134 5,127

 固定負債   

  長期借入金 2,222 2,751

  リース債務 540 1,079

  退職給付に係る負債 463 486

  繰延税金負債 270 343

  資産除去債務 19 29

  その他 4 39

  固定負債合計 3,520 4,729

 負債合計 8,655 9,856

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,667 1,667

  資本剰余金 1,759 1,759

  利益剰余金 2,717 2,644

  自己株式 △4 △4

  株主資本合計 6,140 6,067

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △78 155

  繰延ヘッジ損益 5 －

  為替換算調整勘定 △100 △82

  退職給付に係る調整累計額 △37 △27

  その他の包括利益累計額合計 △210 44

 非支配株主持分 3 3

 純資産合計 5,933 6,115

負債純資産合計 14,588 15,972
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年７月31日)

売上高 9,344 11,742

売上原価 7,215 9,267

売上総利益 2,129 2,475

販売費及び一般管理費 2,014 2,513

営業利益又は営業損失（△） 114 △38

営業外収益   

 受取利息 2 5

 受取配当金 12 13

 受取賃貸料 23 17

 為替差益 － 32

 受取保険金 1 3

 その他 29 33

 営業外収益合計 68 106

営業外費用   

 支払利息 41 58

 持分法による投資損失 17 6

 不動産賃貸原価 9 6

 為替差損 58 －

 支払手数料 21 8

 その他 11 22

 営業外費用合計 158 102

経常利益又は経常損失（△） 23 △34

特別利益   

 固定資産売却益 17 2

 投資有価証券売却益 35 124

 その他 － 1

 特別利益合計 53 128

特別損失   

 固定資産除却損 6 2

 投資有価証券評価損 － 20

 貸倒引当金繰入額 0 －

 その他 1 4

 特別損失合計 8 27

税金等調整前四半期純利益 68 66

法人税、住民税及び事業税 13 37

法人税等調整額 △11 28

法人税等合計 2 66

四半期純利益 66 0

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 68 0
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
　至 平成29年７月31日)

四半期純利益 66 0

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △103 233

 繰延ヘッジ損益 － △5

 為替換算調整勘定 △13 1

 退職給付に係る調整額 7 9

 持分法適用会社に対する持分相当額 △10 15

 その他の包括利益合計 △120 255

四半期包括利益 △54 256

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △51 256

 非支配株主に係る四半期包括利益 △3 0
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　（連結の範囲の重要な変更）　　　

第２四半期連結会計期間において、新たに設立した株式会社コスモス及び株式会社アクティを連結の範囲に含

めております。

　（持分法適用の範囲の重要な変更）

　　　該当なし。　　　

 

(追加情報)

　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 
（四半期連結貸借対照表関係）

　　　受取手形割引高

 

 
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年７月31日)

受取手形割引高 22百万円 －百万円

電子記録債権割引高 70百万円 89百万円
 

 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
 至 平成28年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
 至 平成29年７月31日)

減価償却費 304百万円 352百万円

のれんの償却額 10百万円 46百万円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年７月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月28日
定時株主総会

普通株式 73 3.00 平成27年10月31日 平成28年１月29日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成28年11月１日 至 平成29年７月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年１月26日
定時株主総会

普通株式 73 3.00 平成28年10月31日 平成29年１月27日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】
　
Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２情報・印刷事業 メディア事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,477 1,867 9,344 － 9,344

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

552 6 558 △558 －

計 8,029 1,873 9,903 △558 9,344

セグメント利益 390 25 416 △302 114
 

 

(注) １　セグメント利益の調整額△302百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成28年11月１日 至 平成29年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上

額
（注）２

情報・印刷事
業

メディア事業 知育事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 7,426 1,768 2,548 11,742 － 11,742

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

564 8 － 573 △573 －

計 7,990 1,776 2,548 12,315 △573 11,742

セグメント利益又は損失
（△）

220 △46 110 284 △322 △38
 

 

(注) １　セグメント利益又は損失（△）の調整額△322百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　
　　２.報告セグメントの変更等に関する事項
　　　前連結会計年度において、株式会社ウィズコーポレーションの株式を取得し、株式会社ウィズコーポレーション

及びその子会社を連結範囲に含めたことにより、報告セグメントを従来の「情報・印刷事業」及び「メディア事

業」の２区分から、「情報・印刷事業」、「メディア事業」及び「知育事業」の３区分に変更しております。
　
　　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
 至 平成28年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月１日
 至 平成29年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額 2.79円 0.02円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

68 0

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

68 0

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,599 24,598
 

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年９月８日

株式会社ウイルコホールディングス

取締役会  御中

 

仰 星 監 査 法 人
 

代 表 社 員

業務執行社員
 公認会計士　　　向山 典佐　　印

 

業務執行社員  公認会計士 　　　許　仁九　　印
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウイル

コホールディングスの平成28年11月１日から平成29年10月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29

年５月１日から平成29年７月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年11月１日から平成29年７月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウイルコホールディングス及び連結子会社の平成29年７

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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